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海洋学際教育プログラム主査
新領域創成科学研究科 / 大気海洋研究所 教授
海洋アライアンス連携研究機構長

Message
世界の海に
視野を広げようとする諸君に
海洋はいま、世界の国々が共存する場であるとともに、

解決すべき多くの課題を抱えています。漁業資源や海底鉱

物資源の利用、海ごみ・マイクロプラスチックの削減、そ

して地球温暖化に伴う環境変化への対応などが問題とし

て顕在化してきており、国連の SDGs に基づく問題解決を

図るためには、それらの利害を調整し多面的な知の力と世

界をつなぐ人材のネットワークが必要です。

　海洋学は、もともと、物理学、化学、生物学、地学など

の自然科学に、水産学や海洋技術工学などの応用分野が

融合した学際的な研究分野といえます。しかし、現代社会

が抱える海洋にかかわる諸問題に立ち向かうには、従前の

学際的学問領域に加えて、海洋法や海洋政策といった社

会科学の知も結集して対応に当たる必要があります。つま

り、文理融合が海洋学に求められる時代となっているので

あり、それらの学問分野に幅広いリテラシーを持った人材

の必要性が高まっています。

　文系理系といった枠を超えた知識と問題解決能力の涵

養は容易ではありませんが、次の世代を担う諸君には、是

非、チャレンジしてほしいと考え、学際的な海洋問題に即

応可能とする高度海洋人材の育成を目指す「海洋学際教

育プログラム」が、2009年に東京大学の正式な横断型教

育プログラムとして開講されました。

　本教育プログラムは、東京大学の全学的な部局横断型

海洋教育研究の核として7研究科、5研究所、1研究セン

ターが中心となって2007年に設置された「海洋アライア

ンス」が基盤であり、この海洋アライアンスは2020年４

月に海洋アライアンス連携研究機構として組織が大きく発

展し、引き続き本教育プログラムの運営に協力していきま

す。必修科目となっている「海洋問題演習」の2022年度

の演習課題は海洋ごみ、海洋再生エネルギー、マリンバ

イオセキュリティ、地域創成、国際的問題の発掘と行動で

あり、海洋アライアンスに所属する教員が、専門分野を駆

使して現代社会が抱える問題に挑戦する学生の指導を担

っています。

一方で、海洋学際教育プログラムでは、国際機関へ費

用負担なしで行ける海外インターンシップと国内の関連省

庁や組織で実施する国内インターンシップを用意していま

す。海の現場を知るためのフィールドワークを組み入れた

カリキュラムも準備されており、この教育プログラムに参加

する学生は、それぞれの研究科で専門性を深めるだけでな

く、世界に広く視野を広げる機会を持つことができるので

す。

　森・川・海・空の連環が理解されるようになり、海は海

だけで閉じた空間ではありません。海洋を対象に研究をす

る学生だけでなく、海洋に直接関わりがなくとも、陸域生

態系や水・大気循環、地球環境変動、陸上の行政・政策

に関連する研究分野の学生にとっても有意義な情報が得

られ、必ず専門分野の研究にも役立つものと期待していま

す。また、単に、海洋に興味があるので全体像を把握した

い、あるいは学際的な思考に興味がある、フィールドとし

ての海に触れてみたい、といったリベラルアーツとしての

知識の涵養を求める学生も歓迎します。

　社会課題の解決のためその現場を知ることを何より大

切にしていることは先に述べた通りですが、2020～21年

度は、新型コロナウイルスの感染拡大により、海外インタ

ーンシップを含めオンライン授業の大幅な導入を余儀なく

されました。2022年度も予断を許しませんが、オンライン

授業のメリットも生かしつつ、解決すべき課題を実感でき

るプログラムを提供したいと考えています。自己研鑽を積

極的に望む学生諸君を海洋学際教育プログラムはお待ち

しています。

海洋学際教育プログラム委員 

主査：木村  伸吾
新領域創成科学研究科自然環境学専攻 / 大気海洋研究所・教授 

副査：
良永  知義
農学生命科学研究科水圏生物科学専攻・教授

委員：
升本  順夫
理学系研究科地球惑星科学専攻・教授 

委員：
三浦  徹
理学系研究科生物科学専攻・教授
　　

委員：
青山　潤
大気海洋研究所・教授　　

委員：
田島  芳満
工学系研究科社会基盤学専攻・教授

委員：
八木  信行
農学生命科学研究科農学国際専攻・教授　　　

委員：
鈴木  英之
工学系研究科システム創成学専攻・教授 　　　

委員：
山本  光夫
農学生命科学研究科農学国際専攻・准教授　　　　

委員：
早稲田  卓爾
新領域創成科学研究科海洋技術環境学専攻・
教授 　　　
　　　

委員：
山口  健介
公共政策学連携研究部・特任講師

委員：
城山  英明
公共政策学連携研究部・教授 

委員：
津田  敦
大気海洋研究所・教授 　　

委員：
山口  飛鳥
大気海洋研究所・准教授
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これまでのプログラム参加人数

Program
　必修科目の「海洋問題演習」では、海洋にかかわる社

会的な問題の現状を知り、グループワークによってその

解決に向けた提言をまとめます。第一線で活躍する学内

外の専門家がオムニバス形式で講義を行うSセメスター

と、少人数のグループワークで議論を深めるAセメスター

とからなる通年科目です。海洋学際教育プログラムの中

核をなす科目といえます。2022年度は「海ごみ・海洋プ

ラスチック問題」「海洋再生可能エネルギー」「マリンバイ

オセキュリティ」「地域創成と海」「世界にコミットする問

題発掘とその具体的対応行動」をテーマにします。

　Aセメスターのグループワークでは、新型コロナウイル

社会課題の解決に取り組む「海洋問題演習」

01.秋田県潟上陸上
風車を見学 02.沼津
市場セリ見学 03,愛
媛県宇和島マダイ養
殖場・自動給餌器の
見学

01 02 03

　海に関係するプロの仕事を、その現場に入って肌で感

じることができるのが、海洋学際教育プログラムのインタ

ーンシップです。国内外の機関の協力で独自のしくみを

整えており、とくに学内の選考を経て派遣する海外インタ

ーンシップは、一般公募に比べて実現のチャンスが大き

くなっています。参加して報告書を提出すると、選択必修

科目「海洋法・海洋政策インターンシップ実習」の単位と

して認定されます。

海の現場を知る国内外の
インターンシップ

04.太平洋津波警報センター（ホノル
ル）でのインターンシップ05.国際海事
機関（ロンドン）でのインターンシップ 
06.国際連合工業開発機関（ウィーン）
でのインターンシップ 06

04 05

大気海洋研究所 新領域創成科学研究科 工学系研究科農学生命科学研究科 理学系研究科公共政策大学院

　海洋学際教育プログラムの特徴は、海洋にかかわる現

代の社会問題に目を向け、その解決の力となる文理にわ

たる幅広い講義科目をそろえている点にあります。机上に

とどまることなく社会の現場を体験するためのフィールド

ワークや、国連を始めとする国内外の機関に派遣するイ

ンターンシップ制度も用意しています。

　このプログラムは東京大学の大学院生を対象としてお

り、プログラム独自の必修科目「海洋問題演習」に加え、

各研究科が開講している科目からプログラムが指定する

ものを選んで履修します。海洋物理学、海洋生物学、海洋

工学、海洋政策、沿岸管理など多彩な科目を指定してい

る点が特徴です。所属する研究科の境を越えた新たな領

域にチャレンジすることを、強くお勧めします。必修科目、

選択必修科目、推奨科目から所定の単位を取得すると、

東京大学教育運営委員会から正式な修了証が授与され、

修了証明書が発行されます。履修生の多くは修士課程で

修了しています。

　修士・博士論文に向けた研究に加えてプログラム修了

のための科目を履修することになりますが、履修科目が専

門と重複している場合もあり、修了生からは「負担感はさ

ほどなかった」「他研究科の学生と知り合いになれてよか

った」との声も聞かれます。2022年度は、新型コロナウイ

ルスの感染状況を考慮しながら、オンラインと対面を組み

合わせて実施する予定です。

海洋に関する現場型の文理横断プログラム

スの感染状況をふまえつつ、可能なかぎり現地調査を実

施します。グループ分けの際には履修者の文理バランス

をできるかぎり考慮するので、自分の専門分野とは違う知

のフレームワークに触れることができます。

　まとめた提言は授業の最終回にグループごとに発表し、

優秀なグループを表彰します。成績評価は、課題レポート

をもとにセメスターごとに行います。　

開講年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

必修科目「海洋問題演習」受講者 70 名 66 名 60 名 75 名 56 名 61 名 52 名 52 名 56 名 43 名 39 名 54 名 47 名

海洋学際教育プログラム登録者 81 名 75 名 68 名 90 名 66 名 58 名 49 名 79 名 64 名 55 名 47 名 73 名 56 名

海洋学際教育プログラム修了者 ー 17 名 18 名 20 名 16 名 14 名 16 名 12 名 11 名 16 名 13 名 13 名 11 名


